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最近の業績の動向を踏まえ、平成20年 2月 8日に公表しました平成20年 3月期（平成19年 4月 1日～
平成20年 3月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１．連結業績予想数値の修正
平成20年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ）
（平成20年2月8日発表）
今回修正予想（Ｂ）
増減額（Ｂ－Ａ）
増減率（％）
前期実績（平成19年3月期）

２．個別業績予想数値の修正
平成20年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ）
（平成20年2月8日発表）
今回修正予想（Ｂ）
増減額（Ｂ－Ａ）
増減率（％）
前期実績（平成19年3月期）

３．修正の理由
平成２０年３月期の通期における連結業績予想は、売上高につきましては鉄構部門において海外水

門物件の工事進捗の遅れにより約２億円の減少となる反面、鉄管、バルブ部門において出荷量の増加
により約１１億円、堅調な推移が続く機械部門他で約６億円の増加が見込まれる他、連結子会社にお
ける建設部門で約１０億円、商社部門で約８億円、化成品部門で約４億円他の増加により前回発表予
想を上回る見通しであります。

営業利益につきましては、上記海外水門物件において平成２０年度以降に発生が見込まれる原材料
価格、海上輸送運賃の高騰部分について引当金処理をおこなったことなどにより約１２億円の減益が
見込まれますが、鉄管、機械部門の増収による増益が約５億円、連結子会社における建設部門、化成
品部門などの増益により前回発表予想とおりになる見通しであります。

経常利益につきましては営業外収支の改善により前回発表予想を上回る見通しであります。

当期純利益につきましては特別利益といたしまして有価証券売却益他として約６億円の増加、また
繰延税金資産取崩額の修正として約１０億円の見込みである反面、平成２０年４月２日に発表させて
いただきました有価証券評価損失として約３２億円、固定資産ならびに棚卸資産処分損失他で約２億
円などが増加したことにより前回発表予想を下回る見通しであります。

なお、個別業績予想における当期純利益につきましては、特別損失といたしまして連結子会社であ
るクリモトファイナンス(株)から栗本建設工業(株)他への貸付金に対して当社が債務保証を行ってお
り、財務健全化の観点からこの引当金として約６０億円計上したことにより前回発表予想を下回る見
通しであります。

平成２０年３月期の業績実績数値および平成２１年３月期の業績予想数値は平成２０年５月１６日に
発表させていただく予定であります。

以 上

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、
最終の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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